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東インド会社の医師として雇用され，アラビアの気候不順な
土地も経験し，インド経由でバタビアへ渡った。その後，長
崎出島の医師として来日することとなった。2 年間の滞在の
後，バタビア，喜望峰経由でオランダへ帰り，ライデン大学
で医学博士号を得て，故郷へ帰った。学位論文は，「廻国奇観」
のテーマが対象となっており，その中には日本のモグサや鍼
灸も含まれている。母国ドイツでは，リッペ伯爵の侍医とし
て仕え，日本での経験は前号で述べたように「廻国奇観」や「日
本誌」として著わした。なお，その中に登場する将軍綱吉と
の交流，また当時の体制については，母国と比べて，日本で
は犬将軍として評判の良くない綱吉も英邁な優れた君主とし
て評価しているが，この紹介は本稿の範囲を超えるので，他
著に譲る（ボダルトーベイレー，A  1994）。

その後のツュンベリー
ツュンベリーがスウェーデンへ帰国した時，既にリンネ（図

-2）は亡くなっており，その息子の小リンネがリンネの講座
を担当していた。しかし，彼も早く亡くなったので，ツュン
ベリーがリンネの後任となった。この間に，自ら調査を行っ
た日本の植物のリンネ式の二命名法による記載を行うととも
に，ケンペルによってもたらされた資料の調査を行った。ケ
ンペルの資料はそのころまでに，前稿で述べたように大英博
物館にあるので，それらも整理しまとめたのである。その成
果が，「日本植物誌（Flora japonica）」であり，これによっ
て日本産の主要な植物の学名が定まった。それらは，アオキ

（Aucuba japonica Thun.）（ 図 -3）， ヤ ツ デ（Fatsia japonica 

Thun.）であり，ツュンベリーにより命名された日本産の植
物（そのころまでに中国他から導入されていたものを含む）
が極めて多いのは，このような理由によるのであり，牧野を
始め，各種の植物図鑑を開いてみるとすぐわかる。なお，ア
オキの Aucuba は，ケンペルにより取られた方言のアオキ
バを反映し，ヤツデの Fatsia は，ツュンベリーがハウチハ
から採用したと推定されている。このような経緯で，これら

のタイプ標本はウプサラ大学にある。次稿に述べるシーボル
ト（P.F. von Siebold）のもたらしたものはオランダ ライ
デンの国立標本館にあるが，それと並んで双璧である。特記
すべきは，この「日本植物誌」をシーボルトから贈られた伊
藤圭介（1802 年～ 1900 年）が，その訳書「泰西本草名疏」
を 1829 年に著わしたことである（図 -4）。それ以来，近代
的な植物分類法は日本に広まることとなった。その伊藤圭介

（図 -5）は，幕府の蕃書調所で働くも，いったん名古屋へ帰り，
明治維新後新政府の要請を受けて上京し，文部省で働き，東
京大学が 1877 年に創立されるとそこで員外教授として働い
たが，その時 75 歳であった。講義することはなく，もっぱ
ら植物園で植物調査にあたったが，彼のところには，東京大
学の初代動物学教授モース（E. S. Morse），アメリカから招
聘された文部省顧問マレー（D. Murray），イギリスの外交
官サトウ（E. Satow），日本薬局方に貢献している薬学者ヘー
ルツ（A. Geerts）など当時日本を訪れていた著名な外国人
の多くが頻繁に訪れて，植物情報を得ていたことは，伊藤圭
介日記（圭介文書研究会編 2010）からわかる。それは，伊
藤圭介は日本の実地の植物の状態を最もよく知っていたから
である。

ツュンベリーは，その後もリンネ講座の席にあって人々の
尊敬を受け，ウプサラ大学の学長にも選任されるという順調
な人生を過ごし，85 歳で亡くなった。なお，1976 年にはツュ
ンベリー来日 200 年を記念して日本でも催し物があり，東
京大学小石川植物園のクロマツにはその記念の説明パネルが
つけられたが，クロマツの学名 Pinus thunbergii は，彼の顕
著な功績を記念してつけられていて，日本とスウェーデンと
もその時から繋がっている。
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■協会だより
■第16回理事会開催
　平成30年3月26日(月)，植調会館3階会議室において第16
回理事会が開催され，次の事項について承認を得た｡
【議　案】
1．平成30年度事業計画書及び収支予算書等の承認
［平成30年度事業計画書］
基本方針
　定款に掲げる「植物調節剤(除草剤，植物成長調整剤及び
植物の生育調整資材)の利用開発の試験研究を促進し，あわ
せてその成果の普及を通じて，農作物生産性の向上及び安定
化と農作業の省力化を図り，農業の持続的発展並びに環境保
全，食の安全に寄与する」ための事業を推進する。
　1) 植物調節剤の検査・検定事業
　　(1) 植物調節剤の薬効・薬害試験
　　(2) 植物調節剤に関する基礎的な作用特性試験
　　(3) 植物調節剤の残留量分析試験
　　(4) 植物調節剤の永年蓄積残留量分析試験
　　(5) 検査・検定事業の運営と体制強化
　2) 植物調節剤の研究開発事業
　　(1) 基盤研究課題
　　(2) 重点研究課題
　　　① 湛水直播水稲栽培における雑草防除技術の開発
　　　② 水稲栽培における雑草イネ・漏生イネ防除技術の開発
　　　③ 畑作における雑草一発防除技術の開発
　　　④ 特定外来生物に指定された植物の防除技術の開発
　　(3) 受託研究課題
　　(4) 委託研究課題
　3) 植物調節剤の普及啓発事業
　　(1) 植物調節剤の技術確認圃
　　(2) 水稲除草剤の技術情報の公開
　　(3) 植物調節剤の適正使用のキャンペーン
　　(4) ホームページの整備
　　(5) 植物調節剤に関する研究会・講習会の開催
　　(6) 機関誌の刊行
　4) 不動産の賃貸事業
［平成30年度収支予算書］
　収支予算額 　　　　　　1,476,100千円

2．定時評議員会の招集
【報告事項】
1．公益目的保有財産の一部移動について 
2．賛助会員の入退会
3．代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況

■人事異動
平成30年3月31日付
　退職　　技術顧問 竹下 孝史
　退職　　技術顧問 森田 弘彦
　退職　　上川試験地主任 柳川 忠男
　退職　　十勝試験地 大原 益博
　退職　　東海試験地主任 松尾 昭彦
平成30年4月1日付
　任　　　研究所技術顧問 與語 靖洋
　任　　　研究所 古山 千恵
　任　　　北海道研究センター 昆野 貴輝
　任　　　埼玉園芸試験地主任 髙橋 兼一
　任　　　岡山研究センター 大田 勇太
　任　　　福岡研究センター 井上 惠子
　命　　　事務局技術部技術第一課長 山木 義賢
　命　　　事務局技術部技術第二課長 三浦 　誠
　命　　　事務局技術部技術第一課係長 半田 浩二
　命　　　事務局技術部技術第二課係長 岸野 　満
　命　　　事務局技術部技術第一課 駒井 さつき
　命　　　事務局技術部技術第二課 中下 真吾
　命　　　研究所次長 土田 邦夫
　命　　　研究所技術顧問 渡邉 寛明
　命　　　研究所試験研究部長 濱村 謙史朗
　命　　　研究所千葉支所長 橋本 仁一
　命　　　研究所千葉支所主任研究員 大島 匡郎
　命　　　上川試験地主任（兼務） 楠目 俊三
　命　　　福岡研究センター主任研究員 西田 　勉
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